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きしみにおける EO・テストと従来法の比較

坂井稔'・絵画良男市・金子竜男・-大野元経事・林 功"

Oomparison of出eRecovery of E. coli from Sliced Raw Fish“SASHIMI" 
by EO Tes七at45.500 and Ourrent Method 

阻noruSAKAI， Yoshio EZURA， Ta七8UOKANEKO， 

Motonori OHNO， and Isao H.AYASHI 

Abstract 

An ev8olu8oti'On 'OfもheEC C'Onfirm的i'Onも倒も f'Orもhe申白紙m的i'On'Of E.ωziωan 
index 'Of fec80l c'Onぬmin抗i'Onwas determined in 80 W晶terb80th的 45.50C.
Av晶，riety'Of自licedr80w fish “SASlIIMI" 80nd s'Ome shellfish were e豆島，mined80fiωr 
prim80ry incub8oti'On in pre目umpもi刊 broぬ. The procedure f'Orもheenumerati'On 'Of 
E.ωliwωessentiallyぬes80me舗もherec'Ommended method f'Or shellfish (Kelly， 
1960) exω'pt th80t c'Onfirm晶ωryincubati'On in EC medium wωused at 45.500 
(Fishbein， 1961， 1963) in目的晶d'Of 44.50C. Thω8晶ndsub関quentprocedu瑚 were
sh'Own 'On Fi.g. and T油le1. Rω叫句'Ob偽inedwere 8ummerizedωf'Oll'Ows; 
1. The specificity 'Of七he45.50CEC総帥forE.ωliis very high， n8omely， EC gω 
posiもive七hep削除.uyc'Onfirmed闘志)MPN (m'O前 pr'Ob油lenumber)岨 dE.∞Zi 
c'Ompleもed初日七 MPNwere n'O色品目 great品目in c'Olif'Orm MPNs， buももheE.ωliMPNs， 
b'Oもhg品目posi色ive阻 dc'Omple旬dもe的晶grωdwel1 in m'O白色'Ofもhes80mplesも倒ぬd.
2. Out 'Of67 s晶mplω同旬d，877もubesg晶，vepo画iもiveconfirm8oti'On 'Of colif'Orm 

'Org晶，nism晶nd晶句も晶1'Of 1，960的，ra.ins'Ob旬inedfr'Om色hesetub倒，h'Owever 'Only 230 
8もr80ins(13.7%) were de色erminedも'0E. eoli by me80ns 'Of池町 IMViCproc吋.ure.
Onもhe'0色herh晶nd，368 s佐必皿 (97.1%)泊 379stra:包swhich were 'Obぬined

企om211色ubes'Of EC g品目 positivew品目 de旬r凶ned色'0E.ωli. 
3. It 包 po日目ibleも'0replace もhetryp色'08ein 晶urylもryp初sebroぬ (L且B.)
wiぬもhep'Olypepも'One(l晶urylpolypepも'Onebr'Oぬ， L.P.B.)的色hepresumptive加も，
bu七h もheuse 'Of brillil弘前 green l80cもosebile br'O色h(B.G.L.B.) 80S a replaω，ment 
f'Or L.T.B. 'Or L.P.B.， i七日eemsもhatMPN will decline色0 飢，meex句nt.
4. It is impo銅ibleぬ de旬ω E.ωuv晶r.280nd 3 by白骨 ECぬ昌弘もheref'Ore
i七isn創倒saryもhat色hesa凶匂.rys培叫盆ω色i'On'Of E.ωli v町.2 and 3 sh'Ould be 
m晶，decle8or. 

鋸歯

食品衛生の立場から水や各種の食品の安全性を確保するための細菌学的規準はいかに規制すべきか

という問題が永年論議されている。乙の問題は結局菌数の制限をどのように定め，果便汚染指標細菌

としていかなる細菌を選ぴ， またどのような検査法を採択すべきかという問題に集約し得る。現在指

標細菌としてもっとも広く採用されている大腸菌群(c'Olif'Orm'Org，組isms)は，人獣の腸管内を本来の生

息場所とするいわゆる“fa，悶1c'Olif'Orm 'Or伊lIsms'，の外1(.， その他の自然環境で死物寄生的11:広く

分布する種々の Typeの“non-fae伺1c'Oliform or伊nisms" を包含し，大腸菌群の検出あるいはその

- 北海道大学水産学部微生物学講座
" 食品衛生監視員道南プロック協議会
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1968] 坂井外 EC・テストと従来法の比較

定量的測定値が必ずしも尿便の汚染あるいはその汚染度を意味しない場合もある。しかるに乙れらの

ものは多少の例外あるいは Typeの上での量的差はあっても人獣の尿便中に混在しているのが常であ

る。 faeca1coliform organismsは他の多くの消化器系伝染病々原菌ととも11:，本来の生息環境と著し

く異なる腸管以外の環境においての増殖性11:乏しくかっ生存期間も短い。例えば海水中において定型

的廃便系大腸菌の E.coliは海洋細菌との共存下できわめて短時日聞に死滅する ζ とが知られてい

る1L食品衛生上の原便汚染の意義には消化器系伝染病々原菌の介在の可能性を推察する目的があり，
汚染時点からの時間的経過は重要な意義をもっ。 E.coliの検出は，汚染時点からの経過時聞の短い乙

とを暗示する ζとから消化器系伝染病に対する危険性が推察される。現在汚染指標として大腸菌群が

広く採用されその検査法も確立されているが， ζのととは上水道衛生の歴史とともに開発・検討・改良

きれてきたものであり，本来は給水衛生に関連したものである。水の衛生において乙のような比較的

スペクトルの広い大腸菌群が指標として採用きれるゆえんは， 日常生活ではきわめて大量の水が消費

され，その安全度はきわめて高いζとが要求される点にあり， また水のもつ細菌学的対象物としての

性格からも現行の検査法で矛盾はなく， ζのことによって今日安全給水が確保されている。しかし元

来衛生水質試験法として発展してきた ζの考え方や方法をそのまま汚染度のきわめて高い水のみなら

ず，その構成々分のきわめて複雑な各種の食品，特iζ製造工程中11:種々の処理を受ける食品や貯蔵過

程を経過した食品にまで応用する乙とはおのずから別問題として検討されなければならない。食品の

物理化学的性状は細菌とメヲムウ聞の応答に影響するであろうし， また共存するフローラの様相に変

化を与える ζとも考えられ， さらに生産から消費までに至る過程によっては指標細菌としての意義は

まったく失なわれるおそれもある。また例え好ましい ζとではなくとも各種の食品に対し飲用水程度

の清浄度を要求することは必ずしも実際的ではなし また逆に大腸菌群をもって尿便汚染の指標とす

る乙と自体にも前述のごとき問題もあって統計的推察ながら若干の疑義ももたれると乙ろから許容範

囲という問題も生じてくる。以上の乙となどから最近各方面において食品の汚染指標としての大腸菌

群の意義が再検討されている。米国公衆衛生局は貝類の衛生取締に関しManual(1946)のを発刊して

かきおよびその養殖海域に対する細菌学的規準を示したが， 乙の規準11:対する多くの疑問が貝類衛生

研究会(1956)において種々討議された結果，カナダの規準にならって従来の大腸菌群最確数(coliform

MPN)および生菌数の規準を大きく緩和するとともに(例えば市場レベルでのかきの acceptable

classの規準， coliform MPN 230/100g以下を 16000/100g以下と緩和するなど)， その後の2年間

において大腸菌群の指標としての適性， あるいは適正規準値を明らかにする ζとを目的に広汎な協同

調査を行ない， その結果は 1958年の研究会に提出されたが， 異る生産地から出荷されたかきが中間

業者を経て距離の異る各地の市場11:達する聞に，ほとんどすべての例において E.coli MPNの変化

はきわめて僅少であるにかかわらず， coliform MPNは数倍あるいはそれ以上に上昇するなどの点か

らcoliformMPNはかきの衛生的品質の規準としての意義の少ないζとが指摘され， 以後指標細菌

として E.coliを採用する ζとが採択された九また E.coliの検査法としては推定試験培地 Lauryl

Sulfate Tryptωe (LST)， 35土O.50C，24"'48時間培養でガスの発生が認められたものを確認培地

EC 培地のに移殖， 44.5士O.20Cの恒温槽(あるいは 45.5土O.20Cの恒温器)で24-'48時間培養し，

ガス発生を認めた場合その純粋培養菌について IMViC.テストを行なって E.coliの完全試験とす

る。乙の場合 ECガス陽性と E.coli完全試験の両者から得られる MPNはよく一致する ζとから

暫定基準の指標細菌， すなわち faecalcoliform organisms (E. coli)の MPNは EC培地による確

定試験の結果をもって表すζとが推奨法として採択された汽その後米国保健教育福祉局の Fishbein

は供試菌として， LSTガス陽性管より EC培地11:移殖し 44.50C，48時間培養でガスを産生した広

い範囲から集められた冷凍食品由来菌並に尿便由来菌について研究し，E. coli は 44.90~45.50C で

92%以上の菌株がガスを産生するに対し， Aerogenes株ではわずか 2%に過ぎず，両グループの分

別温度は 45.50Cにある ζとを報告 (1962)の， さらに各種の冷凍食
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44.50C， 45.50C並に24時間， 48時間培養について比較検討した結果， 44.50C は 45.50C I~比し検

出率においてはわずかながら勝る (496)が，特異性において 2可 3倍劣り 24時間と 48時間培養で

は，後者は検出率において 4.396勝るも，特異性において 3.5倍も劣る乙とから， EC・テストば

45.5土0.10C，24時間で実施する乙とを推奨し (1964)6)， 乙の方法は現在 As蹴 iati∞ ofOfficial 

Analytica1 Chemists (AOAC)の公定法として採用されている7Lその他Mackenzieet al. (1948)め
は水の検査において，推定試験I~引きつづき 440C における政;LBとペプトン水(インド{ル検査

用)による確定試験を推奨し，英国食品衛生研究所 (TheBritish F∞d Hygiene Laboratory)はζ
の方法を加工食品の E.coli検査法として採用している。また Mossel(1962)めは乳，アイスクリー

ムの検査において，推定，確定試験の双方に 440Cにおげる BGLBを利用するとともに， 440C に

おけるトリブトース水(インドール検査用)による培養を補足するとことを推奨している。わが国で

は鈴木 (1963)10)，佐々木 (19回)11)，鈴木(1鮪5)幼，坂井(1965)13)，渡辺ら (1966)1')，務中(1966)15)， 

渡辺ら (1966)16)，渡辺ら (1967)17)などにより EC.テストの検討が行なわれているが，坂井13)が

前記Fishbeirf.のの 45.50C，24時間培養法を支持する以外はすべての研究者は Kellyet al. (19伺)3)

の 44.50C，24時間培養法を推奨している。なお鈴木12)は比較的栄養の高い一般食品は選択・増菌培

養を行なわず直接 EC法による方が E.coli の検出率の高い乙とを指摘し，務中15) は牛乳I~関する

研究で，乳糖量を 0.1-..0.0596に減量した EC培地を推奨し，培養温度を 370Cから 10C/hrの割

合で上昇きせ7時間後に 44.50C I~ セットする乙とにより EC ・テストでガス陰性の I 型以外の E.

coliも短時間内に (10-12時間)ガス陽性に誘引し得るとの興味ある報告を行ない， また渡辺らm

1;1選択培地として Str，句t四 lycinを 10mμ/ml添加した SMEC培地を考案し，E. coli 1， II型の選

択伎の顕著である乙とを報告している。一方Raj& Liston (1961)1の， Hall et al. (1967) 1のなどは

EC・テストの精度に対し強く批判的な報告をしており，また KeUy12)は海水・貝類以外の牛乳・乳

製品などの一般食品中の大腸菌群は一般に発育!~対する活性が高く E. coli以外の TypeもEC.テス

トにおいてガスを産生するとの意見をもち，鈴木11) は検体中I~ Klebsiellaが多く存在する場合 EC'

テストの信頼度は低下すると推察している。なお Fishbein6)は高温培養は発育IL対する活性を阻害す

るよちはむしろガス産生機序の阻害!~大きく作用すると見ている。また坂崎 (1966)幼は Coli­

Aeroger瑚 groupIL包含される多くの薗の人，動物および自然界における実際的分布状況から，ある

いは人，動物，水など由来を異にする菌株において本質的な相違点の認められない乙となどから

Escherichia以外の菌を n叩 .f配偶1coliform organismsとすることに反対し，また消化器系伝染病感

染の危険防止の意味からも EC・テストを広く一般食品にまで濫用すべきでない ζとを強調している。

なお最近 Fishbeinet al. (1967)21)は多数の冷凍食品について種々な方法を AOAC法と比較検討し

た結果，単!l:LST培地での推定試験を 440C，24時間で実施するのみで E.coli !乙対する最高の検

出率が得られるとの注目すべき報告を行伝っている。

今後衛生細菌学領域において，坂崎紛のごとき EC・テストの一般食品への応用についての是非論

に関する研究の外!~，渡辺ら17)の Cとき培地に対する検索，務中15) ， Fishbein et al. 21)らのCとき

検査時間の短縮， その他 EC・テストIL関する各種ファクタ{についての研究など EC・テスト手技

上の改良についての研究が必要であろう。本研究は現行の大腸菌群検査法却が少なくとも数日聞を

必要とし， しかも鑑別試験まで実施する場合は 10日前後の日数を要して食品衛生行政上緊急を要す

る場合の利用価値の乏しい乙とから，わが国における食中毒発生状況から原因食品として最高の比率

を占める魚貝類のうち，特IL生のまま摂食されるきしみについて緊急検査法の意味で EC・テストを

取り上げ，まず従来法との比較，選択・増菌培地としての BGLBおよび増菌手段を省略した場合(直

接法)について検討を行なったものである。

本研究の要旨は第22回日本公衆衛生学会(大阪， 1.965年
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検体及び実験方法

検体:まず予備的実験K供すべき検体として， 1964年10月中旬より 1965年2月下旬に至る冬期聞

を中心に函館市内の底舗で調理されたきしみを主体に前後9回(検体数 12)，引きつづき本実験の供

試験体として 1965年4月下旬より 9月中旬に至る夏期聞を中心K北海道・道南地区の7保健所管内

の唐鱒から 10回(検体数 55)，それぞれ約 3∞g宛購入し，直ちに滅菌された容器に納め，ドライア

イスを容れた携帯用容器によって実験室に運ぴ実験K供した。

培養温度:EC 培地における培養は Fishbein(1962， 1964) 5，のにしたがって 45.5土0.10CK調節さ

れた恒温槽を使用した。なお EC ・テストにおいては土0.1~0.20C のごとき厳重なる温度管理が要

求されると ζろから，がわ国でも佐々木11)，務中ld) ちはドイツHaake社製恒温槽を使用しているが，

近年国産品で十分その目的が違せられるようになり， 多くは大洋科学社製サ{モニット C-100型，

UP-50型あるいは C-550型が使用されている。著者ちは UP-50型および C-550型を使用したが，

予め多素子サーミスター自動温度記録計をもって実験室内における数カ所の空間および恒温槽内の各

所の温度を同時に記録して槽内温度の調節状況を検査した結果，室内の空聞においては位置によりか

なりの温度差が認められる場合でも常に槽内温度は正確に維持され， また気温の日差の激しい季節に

は恒温摘を 25土20Cの恒温室IC.納置する ζとにより完全に温度誤差を土0.10C以内に管理する乙と

が可能であることを確め得た。

接種斌料:Kelly et al. (1960)の推奨法のに準拠して， まず検体の約 200gと同重量の希釈液(リ

ン酸緩衝滅菌生理的食塩水)を滅菌ブレンダーカップ中にとり，寒剤による冷却条件下で 14，0ωrpm，

90秒間で2倍希釈試料を作製し，その 2gと 8gの希釈被を混和して 10倍希釈， その 19と9gの

希釈液で1∞倍希釈，以下同様に 10進法希釈を行ない，各希釈について5本1組の推定培地に 1ml

宛 (2倍希釈は 2m!)接種し，これをもって各系列の接種量を 19，0.1g， 0.01g， 0.001g・・・・と算定し

た。なお L田r(1962)紛は Kelly法のに拠りブレンダーを使用 (14，α)Qrpm，2min.)して調成した
soft-shell clam (かきの場合も同様である)の2倍希釈が均質化直後において平均 O.65g/ml，30分後

で 0.75g/ml，60分後においても 0.8g/m111:過ぎず，乙れは均質化操作tとより発生する気泡によるも

ので MPN測定上に誤差を与え， 乙の誤差はその後の高度希釈により益々増大することを指摘し，

その防止策として接種量を容量によらず重量による ζとおよび発泡防止剤の使用を勧告している.こ

のような乙とは緒言で述ぺたごとく，元来水質試験法を一般食品に応用する乙とにより起る問題点の

ーっと考えられる。著者らは今回の実験を前述のCとく Kelly法11:準拠して実施したが， L回n紛に

より提供された問題点については今後検討するつもりである。

検査法 FigureIC.示すCとく，推定試験においてガスの産生を認めた発酵管について従来法による

大腸菌群検査およびζれに併行させた EC・テストを行なった。 ECガス陽性管については従来法通

りEMB培地への培養，釣酋， LB培地への培養をつづけ， いずれの場合も同ーの EMB平板より

釣菌した集落のうち 1本でも LB培地でガス産生を認めた場合は遡って該当する EC培地あるしI、
は BGLBを陽性として，その陽性管数から確定試験の MPNを求めるとともに， LB陽性管からは

再ぴ EMB平板培養iとより純粋培養を求め，各菌株について IMViC・テストを行ない， その結果

(++一一)， (ー+一一)および(一一++)を示した菌株についてはさらに EC培地による 45.5士

O.lOC， 24時間培養を行なって Table1により菌型決定を行ない，E. coliを証明した管数から E.

coli MPN (完全試験)を求めた。

実験結果および考寝

1. 予備的実険の成繊

まず1964年10月中旬より 1鈍5年2月下旬iC至る冬期聞を中心に函館市内の底舗より購入した

-878ー
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きしみを主体とする 12検体について実施した予備的実験の成績は Table2 fζ示す通りである。 Table

2の第1例のCとく coliformMPN 18，000を越える汚染度の高いものが存在したが，確定試験での

陽性管15本から求められた 24菌株中には faeα1coliform organisms，すなわち E.coli typeは1株

も存在せず， 乙のような結果は第5および9例においても同様であった。 また第4および 10例を除

き従来法の完全試験lとより求められる E.coli MPNは確定試験Iとより求められる coliformMPN 

K比し一般にきわめて低い値を示した。 ζれに対し EC法における ECガス陽性 MPN(確定試験)

は，従来法における coliformMPN に比し遥かに低い値を示し， またとれらより求められる菌株は

ほとんど E.coli 1型で，したがって ECガス陽性 MPNは E.coli MPN (完全試験)Kほとんど

の例において一致した。以後の実験結果においても同様であるが，従来法と EC法の E.coli MPN 

は一般的K EC法の方が若干高い傾向が認められる ζとから EC法の特異性は高く評価されるべき
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1>>6町 坂井外 EC.テストと従来法の比較

ものと考えられる。 しかしながら E.co/i 11型の検出される検体においては， 当然のζとながら従

来法は EC法に比し高い E.coli MPNを示すととがある。 との問題については後述する ζととす
る。なお Table2における検体については Kel1yet al. (1960)ぬの方法にしたがって推定試験にお

ける選択・増菌培地として LTB (Lauryl Trypt慨 Broth，Difco)を使用した。

2. 本獄厳

予備的実験の成績には若干の疑義はあっても，配法は E.co/iの検出法として特異性の高いこと

が認められたので， 1965年 4 月下旬より 9 月中旬f~至る夏期聞を中心とする時期において，北海道・

道南地区における7保健所管内の庖舗よりきしみを主体とする 55検体を入手し， 乙れらについて予

備的実験同様の試験を実施するとともに，推定試験における選択・増菌培地について若干の検討を行

なった。

1.従来法と EC法の比較

ζの実験においては選択・増菌培地として.Kellyetal. (1960)坊の方法のLTBの組成中 Trypぬse

を Polypept加e'{大玉栄養化学社製)11:置き換えた培地 (L~B と呼称する)を供試した。 Table 311: 

示すごとく.，従来法で得られる colifoqnMPNは EC法の ECガス陽性 MPNより常に相当高い

値を示し， また全般的11:従来法においては確定試験による MPNと完全試験による MPNが極端に

異なるに反し， EC法は ECガス陽性 MPNとE.coli MPNとがよく一致し Table2における
場合と同様であった。すなわち EC法由来の 139株のうち 136株 (98.596)は E.coliと判定され，

それらはいづれも E.coli 1裂であり， その他若干の菌株が Klebsiellaと判定されたに過ぎない。

乙の点 EC法の false伊sitiveは Klebsiellaによる頻度が高いとする諸家12，16，1めの報告によく一致

する。 ζれに対し従来法に由来する 431株のうち E.coliと判定されたものはわづか77株 (17.996)
に過ぎず，そのうち E.coli 11型 17株， m型5株が存在した。従来法由来株で出現頻度の高いも
のは Klebsiella1および II型 Citrobacter1および 11型で，また不定型 (Irregulartype)もかな

り多数検出きれ，E. co(i fζ対する特異性は勿論認められなかった。 ζのような所見は以後の実験に

おやてもほぼ同様である。

軟に予備約実験において指摘したごとし一般的には EC法による E.coli MPNは従来法によ
るE.ωliMPNよ勺高い数値が得られるが，従来法において E.coli 1型以外の E.coliが検出さ

れる場合，従来法の E.coli MPNがEC法の E.co/i MPNより高い値を示す ζとがしばしば見ら

れる。 ζのζとに関し，従来衛生細菌学の領域において E.coli 1型と称された IMViC(++ー一)

のものは T.ble1 Ir.示す分類法では， EC・テスiト陽性の E.coli 1型および陰性の III型，また従

来 e.coli II型と称された(一+一一)は EC・テスト陰性の II型および陽性の IV型と分類されて
いる。 したがって EC法においては E.co/iの11および III型は検出されず，E. coli completed 

MPN 11:は1Iおよびm型は関与しない結果となる。ゆえに Table3の第4，6，12.14，17，23例に見
られるCとく EC法による E.coli MPNが従来法による E.coli MPNより低い値を示す例におい

てはほとんどその原因が E.coli IIおよびm型に関連している。 ζのことは E.coli 1型(typical
f蹴 al，E.co/i)の出現頻度が他のlI，m型の出現顔度に比しはるかに高い乙とから響影は少いものと
考えられるが， Kel1y et al. (19伺)めの指摘する MPN値の低い検体において EC法による MPN

のバラツキがやや大であるという点に関連性があるように思われる。また ζのととは従来の IMViC.

分類法で菌型を決定した菌株を供試して EC・テストの精度について実験が行なわれる場合大きな誤

りをおかす ζとになり注意を要するa

分類細菌学のー姫糊，IJからlIlct慨司fenr醐 i曙 coliformbacilliを分類するような場合は別として，

、水の検査など衛生細菌学領域においてはそれ、らの生息場所，特Iと漂便系，非民使系などそれらの来源

を考慮Ir.入れて分類される ζとが望ましい。前述のごとく坂崎20)は一般食品の検査法として EC・テ

ストを採用する乙とに強い反対意見を表明しているが，一方 Wil回n& Miles (1964)叫の記載

一寝1-
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(Table 1を参照)あるいはBarゐley(1938)同， Stuart et al. (1942)紛らによれば E.coli 1型，

Irregular 1型 (Table1による E.coli III型)および一部の E.coli II型 (Table1による E.coli 

II型)の自然的生息場所は晴乳類の腸管と考えられている。また Taylor(1942， 1951)幻，28)によれ

ば In匂nnediate.配 rog'回目ーcl伺 α(I.A.C.)groupはまだよくは解明きれていないが， それらの生息場

所は第一義的には腸管でないと考えられている。 EC・テストにおいては IrregularII型 (Table1に

よる E.coli IV型)はガス陽性であるが廉使や水ではほとんど検出きれずp また E.coli II型 (Table

lによる E.coli II型)と Irregu1ar1型 (Table1による E.coli III型)は ECガス陰性であるが，

B紅dsl~) は乙れらのものは尿便中における大腸菌群フローラとしてはきわめて小部分11:.過ぎず，実

際的には問題にならないとしている。 しかしながら坂崎耐の指摘した意見はきわめて重要であり，

一般食品検査に EC・テストを採用する賛否については今後十分に検討される必要があるとともに，

また EC・テストで検出し得ない E.coli IIおよぴ III型に対する衛生学的意義および務中15h渡辺
ら17)のととき E.coli IIおよび III型の検出法についての検討も必要と考えられる。

u. 推定書式験用週択・増箇培地としての LTBとLPBの比較
次11:.Table 4は推定試験における選択・増菌培地として Kellyet al.のの原法通りの LTBとそ

の組成中の Trypt慨を Polypeptone(大玉栄町乙学社製)11:置き換えた LPBとの比較を試みた結果

であるがpζの8検体の成績からはいづれが勝れているかを判定する乙とは出来なかった。また従来

法と EC法の結果の比較については前述の場合とまったく同じ結果が得られた。

iil. 推定獄験用選択・増菌培地としての BGLBとLPBの比較

緒言において述べたごとく EC・テストにおける推定試験用選択・増菌培地としては一般に'LTB

と BGLBが使用されている。 Table4の結果から LTBと LPBの問に選択・糟菌用培地としでの

精度において差違は認められなかったので， ζの実験においては LPBと BGLBとの聞における比

較を行ないその結果を Table5 K示した。 すなわち coliformMPN， ECガス陽性 MPNのいづ

れも BGLBは同等あるいはそれ以下の値を示し，E.coli MPN においても一般的には BGLBの方

が低い値を示した。とZお第8例の従来法において BGLBの方が高い値を示すのは前述したCとく

E. coli II型に起因するものである。

iv. EC法と EC・直接法の比較

Table 6は従来法の推定試験11:LPBを使用し， EC法においては選択・増菌培養を行なわず直接

EC培地に試料を接種してテストした成績である。すなわち 9月K入手した8検体については常広直

接法において同等以上の高い値が得ちれた。 ζのととは鈴木 (1965)12)の指摘しているCとく汚染度

の高い検体においては選択性の低い前培養における培地で E.coliが他型菌の培殖に圧倒されるだめ

と考えられる.したがって乙のような検体においてはむしろ推定試験を省略する乙とが可能であり大

腸菌検査の時間的短縮が期待される.

結言

食品衛生の立場から，大腸菌群 (coliformor伊nisms)をもって果便汚染指標とする問題についで永

年論議されて来たがp 最近11:至りその価値の低い乙とが指摘されている。また従来からの検査法は大

腸菌群の定量試験のみでも数日を要しp さらに IMViC・テストまで実施して，E. coli MPNを求め

るためには少なくも 9日間以上の日数を必要とし緊急を要する場合の利用価値はきわめて乏しい。

著者らは米国において Kel1yet al. (1何0)のによって貝類の衛生取締に関連して研究・改良され

た EC・テストを Fishbein(1962， 1964) 5，8)の綾奨する 45.5士O.l"Cの恒温槽でp 主としてきしみ

に応用し， 乙れに併行して実施した従来法と比較検討を行ないかっ推定試験における選択・増菌培地

について若干の考察を試みた結果，次のととき知見を得た。

1) EC.テストの E.coliK対する特異性はきわめて高し従来法によるよりも E.coliの検出率は

-380ー
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Comparison between BGLB and LPB for liquid presumptive medium 
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はるかに高い ζとが知られた。 すなわち本実験に供した 67検体について従来法による確定試験陽性

管877管より分離された 1，690菌株のうち E.coliと判定されたものは 230株(13.796)であるに対

し1 ECガス陽性管211管より分離された 379菌株のうち E.coliは368株 (97.196)であった。

2) ECガス揚性管lとより算出される MPNは E.coli完全試験より得られる E.c9li MPNと

ほとんど同じ値が得られる。すなわち EC ・テストによる定量試験は 2~3 日間を要するに過ぎず衛

生行政上の価値はきわめて高い。

3) Kelly et al. (1960)ぬの原法11:規定されている LTBの組成の Trypt慨を Polypep闘志e(大

玉栄養化学社製)に置き換えても使用可能であるが，民LBを代用する場合は求められる定量値は若

干低いとことが予想された。

4) EC・テストは検体中IL存在する E.coli IIおよびIII型の検出が出来ない。 しかじながら

E. coli 1型の出現頻度は他の型11:対して圧倒的に高い ζとからその審影は比較的少ないものと考え

られるが， 11およびIII裂を含有する検体の場合 ECcompleted MPNは従来法による E..coliMPN

より低値を示すことがある。今後 E.coli IIおよびIII型の衛生学的意義の検討が必要と恩われる.

最後に，本実験に供した検体は EC・テストの精度を検査する目的で蒐集したものであり， したが

って市販品としては不適当な程度に鮮度の低下しているものもあえて供試したととを附記して置く。
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